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ペロブスカイト太陽電池のグローバル市場動向と将来展望 
Global Market Trends and Future Outlook for Perovskite Solar Cells 

第 2マーケティング部 副主任研究員 野瀬 寛子   

要旨 

ペロブスカイト太陽電池は、次世代太陽光電池として国内外で注目を集める。 

フィルムなどの基板に発電層を積層して製造するため、軽量性や柔軟性を持たせることができる。また、低

照度でも高い発電効率を発揮することができる。こうした特徴から、屋内で仕様されるセンサーや電子機器の

電源のほか、これまで太陽電池を搭載できなかった建材や自動車の車体など、幅広い用途での活用が期待

される。 

中国や欧米では、既に一部用途での商品化と量産化が進む。日本では、メーカー各社による実証実験が

進められており、2027 年以降に市場が拡大する見通しである。ペロブスカイト太陽電池の 2025 年国内市場

規模は 2 億円であった。建材用途を中心に今後大きく伸長し、2030 年には 5,000 億円の市場となる見通し

である。 

 

Abstract 

Perovskite solar cells are attracting attention both in Japan and abroad as next-generation solar cells. 

Because they are manufactured by layering a power-generating layer onto a substrate such as a film, they 

can be made lightweight and flexible. They also deliver high power conversion efficiency even under low-

light conditions. Due to these characteristics, they are expected to be used in a wide range of applications. 

Potential applications include power sources for indoor sensors and electronic devices, as well as 

integration into building materials and automobile bodies, where the installation of conventional solar 

cells has previously been difficult or impractical. 

In China, Europe, and the United States, commercialization and mass production are already underway 

for certain applications. In Japan, various manufacturers are conducting demonstration tests, and the 

market is expected to expand starting in 2027. 

The Japanese market size for perovskite solar cells in 2025 was 200 million yen. The market is projected 

to grow significantly and reach 500 billion yen by 2030, driven primarily by applications in building 

materials. 

 

１. ペロブスカイト太陽電池の概要 

ペロブスカイト太陽電池は、発電層に「ペロブスカイ

ト」と呼ばれる特殊な結晶構造の薄膜を用いた次世代太

陽電池である。 

フィルムやガラスの基材上に電極や発電層、封止材な

どを積層した構造で、薄く軽量かつ柔軟であることが特

長である。設計や加工の自由度が高く、低照度でも高い

発電能力を発揮することから、建物の壁面、自動車のル

ーフやボディなどのこれまで太陽光電池の設置が難しか

った場所でも発電を可能にする。発電層を塗布・印刷し

作成できることから、従来のシリコン系太陽電池と比較

して製造コストの抑制が期待できる。こうした点から、

脱炭素社会に向けた次世代太陽電池技術として国内外に

おいて実用と普及に向けた動きが活発化している。 

ペロブスカイト太陽電池は日本で発明された技術だ

が、実用化や量産技術の開発は欧州や中国が先行する。

発電層の原材料となるヨウ素は、日本が世界第 2 位の産

出量を持ち、その他の材料や製造技術についても日本企

業の強みを活かせることから、国内でのサプライチェー

ン構築に向け官民一体となった推進が加速している。 

2024 年 5 月より、経済産業省が主導となって「次世代

型太陽電池の導入拡大および産業競争力強化に向けた官

民協議会」を開催しており、普及戦略の策定などを行っ

ている。2026 年 5 月には、国内ペロブスカイト太陽電池

メーカー5 社（積水ソーラーフィルム、アイシン、パナ

ソニックホールディングス、リコー）によって一般社団
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法人 日本ペロブスカイト太陽電池普及促進協議会（ＪＰ

ＳＣ）が発足した。今後、当該協議会において社会実装

に向けた政策提言や国内製品規格の作成が進められる予

定である。 

ペロブスカイト太陽電池の商用化は、ＩｏＴセンサー

やワイヤレス電子機器などの小型デバイス向け電源用途

を皮切りに、国内外のメーカーが取り組みを進めてい

る。国内の主要メーカーは建材用途を中心に現在開発・

実証を進めており、今後 1～2 年以内での国内上市が見込

まれる。 

 

２. ペロブスカイト太陽電池のタイプ別動向 

ペロブスカイト太陽電池の製品タイプとして、ペロブス

カイト太陽電池のみで構成される単接合型と、シリコン系

などの他種の太陽電池にペロブスカイト太陽電池を重ね

たタンデム型とがある。単接合型は基板の違いによってフ

ィルム型とガラス型に分けられる。 

 

図表 1．ペロブスカイト太陽電池のタイプ分類  

タイプ 概要 

単接合型 

フィルム型 

⚫ 基板：樹脂フィルム（PET

フィルムなど） 

⚫ 軽量・柔軟 

⚫ Roll-to-Roll 方式で大量

生産が可能 

ガラス型 

⚫ 基板：ガラス（FTO ガラス

など） 

⚫ 建材一体化、高耐久 

タンデム型 

⚫ 複数種類の太陽電池を

接合（シリコン系＋ペロブ

スカイトなど） 

⚫ 発電効率が高い 

⚫ 既存太陽光電池用途の

置換え、車載用途 

出所：上表は公開情報および取材情報を基にテクノ・クリエイト作成 

 

〔フィルム型〕 

フィルム型は、ペロブスカイト太陽電池のなかでも特に

軽量で柔軟性があり、折り曲げなどの加工がし易いことか

ら、建物の曲面や自動車の屋根やボディなどでの活用が期

待される。 

基板となるフィルムにはＰＥＴフィルムなどの樹脂フ

ィルムが用いられるが、耐熱性能に課題があり、より耐熱

性の高いポリイミドフィルムを基板に用いる技術開発が

進められている。Ｒｏｌｌ－ｔｏ－Ｒｏｌｌ方式と呼ばれ

るロール状にした基材を巻き取りながら加工を行う製造

方法での大量生産が可能であり、基板 1 枚ずつに製造処理

を行う枚様式よりも低コストでの製造が期待できる。 

ペロブスカイト太陽電池のなかでも特に耐久性や変換

効率の向上に向けた技術開発が難しく、実用化の難易度が

高いタイプとされる。しかし、柔軟で折り曲げが可能とい

う加工のし易さから、シリコン系太陽電池との棲み分けに

よる新たな市場創出の可能性が高く、日本メーカーが開

発・実証を活発に行っている。 

〔ガラス型〕 

ガラス型は、ガラスを基板とすることでフィルム型より

も堅ろう性を高めることができる。透明な発電層を形成し、

封止ガラスの内部に挟み込む技術などが開発されており、

窓ガラスとして設置できるなど、建材一体型太陽電池（Ｂ

ＩＰＶ）としての活用が期待される。 

基板には、耐熱ガラスに電極としてフッソドープ酸化ス

ズ（Fluorine-doped tin oxide：ＦＴＯ）を成膜したＦＴＯ

ガラスが主に用いられる。超薄膜ガラスを基板とすること

で、フィルム型と同様に折り曲げなどの柔軟性を持たせる

ことができ、Roll-to-Roll 方式での製造も可能である。 

〔タンデム型〕 

タンデム型は、シリコン系などの他種の太陽電池にペロ

ブスカイト太陽電池を重ね合わせて作成される。複数種類

の太陽電池を組み合わせることで、それぞれが異なる波長

の太陽光を吸収することができ、発電能力を高めることが

できる。 

現在普及しているシリコン系太陽電池よりも高効率な

発電が可能であるとして、産業用太陽光発電や屋根設置型

太陽光発電など既存太陽電池用途での置換えが期待され

る。また、自動車（ＥＶ）のルーフへなど高い発電能力が

求められる用途でも、高い発電能力を発揮するタンデム型

での開発が進められている。 

  



TechnoCreate Tec Journal Vol.3_2026                                                       

 

©2026Copyright Techno Create Co., Ltd. All rights reserved. 3 

３. ペロブスカイト太陽電池の用途別動向 

 現在開発が進められているペロブスカイト太陽電池の

用途を以下に示す。 

 

図表 2．ペロブスカイト太陽電池の用途 

用途 具体例 

屋内/小型電子機器 

電子棚札、IoT・ワイヤレス電子機

器、AIスマートカメラ、スマートロック 

など 

建材（BAPV・BIPV） 
屋根、壁面、窓ガラス、サンブライ

ンド など 

EV、電動モビリティ 
車載（ルーフ、ボディ、荷台）、充電

ステーション など 

航空・宇宙 人工衛星、HAPS など 

その他 

メガソーラー、産業用ソーラーパネ

ル、データセンター、営農型太陽

光発電 など 

出所：上表は公開情報および取材情報を基にテクノ・クリエイト作成 

 

〔屋内/小型電子機器〕 

ペロブスカイト太陽電池の特長の一つに、屋内などの

低照度環境でも高い発電能力を発揮できることが挙げら

れる。この特長を活かし、屋内で使用されるＩｏＴセン

サーやワイヤレス電子機器の電源用途で製品が開発され

ており、欧米や中国を中心に商品化が進んでいる。 

2021 年には、Saule Technologies（ポーランド）がペ

ロブスカイト太陽電池を搭載した電子棚札（ＰＥＳＬ）

を開発し、商品化した。ペロブスカイト太陽電池モジュ

ールだけでなく、ラベルディスプレイやデータ送信器な

どの各種ハードウェアシステムおよびクラウドベースの

計算・分析システムも含め製造し、電子棚札システムと

して販売している。屋外の太陽光に比べ低照度となる店

舗などの屋内照明下で駆動でき、リチウムボタン電池な

どを搭載した従来の電子棚札と比較してメンテナンス性

や環境性が向上する。欧州では既に、ポーランドのガソ

リンスタンドやスーパーマーケットなどで導入が進んで

いる。HIS が当該製品の日本・アジアにおける独占販売

権を有しており、2024 年より日本国内のローソン店舗に

おいて実証実験を行うなど、日本での販売も計画されて

いる。 

このほか欧米においては、Solaires Entreprises（カナ

ダ）がＩｏＴデバイス向けペロブスカイト太陽電池を商

品化し、2023 年より販売している。スマートロックや

IoT デバイス、ワイヤレスキーボードに統合可能な電源

モジュールとして各種デバイスメーカーに向け展開され

ている。 

中国においては、主に家電デバイスでの商品化が進

む。SolaEon（中国）は、ＡＩビジョンチップを利用し

たセキュリティ製品を開発する SuperACME（中国）と

戦略的パートナーシップ協定を締結し、ペロブスカイト

太陽電池を搭載したＡＩスマートカメラの開発を発表し

た。同社はこのほかに、家電大手の Hair（中国）と共に

ペロブスカイト太陽電池搭載のスマートロックを開発

し、商品化している。 

日本国内では、エネコートテクノロジーズが屋内機器

用電源としてのペロブスカイト太陽電池の開発に注力す

る。2022 年には、マクニカと共同で屋内用ＣＯ２ Ｉｏ

Ｔセンサーを開発した。屋内の低照度環境下においても

外部からの電源供給無しに動作可能なＣＯ２センサーと

して、植物工場などでの活用が期待される。 

このほかにも同社は、アロマディフィーザーなどの屋

内インテリアへのペロブスカイト太陽電池の搭載や、ペ

ロブスカイト太陽電池を衣服に張り付け自己発電を行う

スマートウェアの開発、スマートウォッチ電源としての

活用など、屋内・屋外を問わず幅広いデバイスの電源用

途での開発を進めており、ニッチながらも高付加価値な

導入用途として期待を寄せる。 

〔建材（ＢＡＰＶ／ＢＩＰＶ）〕 

 ペロブスカイト太陽電池は、建物設置型太陽光電池

（ＢＡＰＶ）や建材一体型太陽光電池（ＢＩＰＶ）とし

ての活用が期待される。 

 海外においては、主にハイエンド住宅産業に向けて、

従来のシリコン系太陽電池よりも発電能力の高い高付加

価値な屋根設置型太陽電池としてタンデム型の導入が進

んでいる。Oxford PV（イギリス）や Swift Solar（アメ

リカ）などのタンデム型を扱うメーカーが屋根設置型太

陽電池として展開する。Trina Solar（中国）は、2026

年 6 月、同社製タンデム型ペロブスカイト太陽電池がニ

ュージーランドのハイエンド住宅向け屋上発電設備とし

ての受注を得たことを発表した。 

既存の屋根設置型太陽電池にとどまらず、窓ガラスや

壁面のほか、これまでシリコン系太陽電池の設置が難し

かった耐荷重の低い屋根など、新たな建材アプリケーシ

ョンへの搭載に向け、メーカー各社は開発を注力してい

る。 
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窓ガラス用途においては、Saule Technologies（ポー

ランド）がスウェーデンの建設企業 Skanska と共に、ペ

ロブスカイト太陽電池を搭載したＢＩＰＶガラスを 2018

年に開発し、実証を行った。国内でも、パナソニックホ

ールディングスが建材ガラスと一体化したガラス型ペロ

ブスカイト太陽電池を開発し、実証に取り組んでいる。 

壁面や耐荷重の低い屋根といった軽量性が求められる

用途に向けては、フィルム型や、薄ガラスを基板とした

ガラス型による開発が日本メーカーを中心に進められて

いる。 

積水ソーラーフィルムは、フィルム型ペロブスカイト

太陽電池を 2026 年 3 月に製品化し、工場や公共施設の

屋根への設置を皮切りに販売を進める。壁面への設置に

向けても、積水化学工業大阪本社の外壁での実証や、コ

スモ石油との共同実証によるタンク壁面への設置など、

社内外で実証の取り組みを進めている。 

アイシンは、軽量性や柔軟性と耐久性を両立したもの

として薄ガラスを基板としたガラス型ペロブスカイト太

陽電池を開発し、愛知県庁舎のバルコニー壁面などでの

実証を行っている。同社は三協立山と共同で「内窓設置

型ペロブスカイト太陽電池ユニット」の開発も進めてい

る。 

このほか、エネコートテクノロジーズやカネカ、東芝

などの日本メーカー各社が建材用途に向けた開発に取り

組んでいる。 

薄く柔軟なペロブスカイト太陽電池を建材に設置する

難易度は高く、しわやよれが生じやすいことや、固定用

の架台や金具を付けることで重量化してしまうこと、建

材としてのメンテナンスのための取外しや交換への対応

などが課題とされている。こうした課題の解決に向け、

太陽電池モジュールの開発に加えて導入先設備への設置

方法の開発が求められている。 

日揮ホールディングスは、ペロブスカイト太陽電池の

下に遮熱シートを重ねて一体化し、専用金具によって屋

根に固定する「シート工法」を開発し、エネコートテク

ノロジーズと共に国内で実証を行っている。「シート工

法」を用いることで、ペロブスカイト太陽電池の軽量性

を損なわずに屋根への設置が可能となるほか、着脱を容

易にすることができる。 

大林組は、アイシンと共同でファスナー取り外し式工

法を開発する。屋根や壁面へ特殊ファスナーを用いて設

置することで、建物の利用を継続しながらのペロブスカ

イト太陽電池の取り外しを容易にする。 

積水ソーラーフィルムも、NTT データや日軽エンジニ

アリングと共同で軽量性の確保や壁面設置時のしわ・よ

れの調整を可能にする工法の開発・実証を進めている。 

〔ＥＶ、電動モビリティ〕 

自動車（EV）の車載太陽電池や、電動モビリティの充

電ソリューションとしてのペロブスカイト太陽電池の活

用に向けても、ペロブスカイト太陽電池メーカーと自動

車メーカーが共同で模索する。車載太陽電池としての採

用には高い発電能力が必要であり、タンデム型を中心に

開発の検討が進められている。 

Oxford PV（イギリス）や GCL Perovskite（中国）

は、それぞれ自国の自動車業界と共同でＥＶルーフへの

ペロブスカイト太陽電池搭載に向けた開発を進めてい

る。太陽電池をＥＶの主な走行電源として導入すること

は難しいが、バッテリー残量を補助し航続距離を延伸さ

せる役割としての搭載が検討されている。まずは商用車

への実装を目指し、将来的に自家用車での導入も期待さ

れる。 

国内においても、エネコートテクノロジーズがトヨタ

自動車との共同開発を進めており、2030 年までの EV ル

ーフへの搭載を目指す。 

充電拠点の壁面や屋根にペロブスカイト太陽電池を搭

載し、ＥＶや電動モビリティの充電ソリューションとす

ることも検討される。Saule Technologies（ポーラン

ド）は、2019 年に ENGIE（フランス）傘下の Nation

社と「ソーラーカーポート」の実証を行うなど、ペロブ

スカイト太陽電池を搭載したソーラー充電ステーション

やソーラーバス停留所の開発を進めている。 

〔航空・宇宙〕 

低照度での発電能力が高く、軽量といった特長を活か

し、ペロブスカイト太陽電池は人工衛星や航空システム

の分野においても活用が期待される。 

人工衛星への搭載に向けては、軽量化の追求や発電能

力の向上に加え、打ち上げ時の衝撃に耐える耐久性や、

宇宙空間における放射線への耐性などが求められる。 

人工衛星に向けたペロブスカイト太陽電池の開発は、

中国企業による注力が目立つ。GCL Perovskite（中国）

や Shuowei Optoelectronics（中国）などが、現地宇宙開

発企業と共同で宇宙空間での実証を進めている。2026 年

6 月には、GCL Perovskite が中国の民間宇宙企業

AZSPACE と戦略的パートナーシップの締結を発表し

た。同社は、2026 年中に複数回の宇宙空間におけるペロ

ブスカイト太陽電池の衛星搭載実証を行う計画である。 
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国内では、エネコートテクノロジーズが JAXA 宇宙戦

略基金事業に採択され、宇宙空間での電源として活用で

きるペロブスカイト太陽電池の開発に取り組む。同社

は、東京科学大学、JAXA と共に宇宙空間における実証

を進めており、2026 年 7 月にはフィルム型ペロブスカイ

ト太陽電池の宇宙空間における発電の成功を発表した。 

Oxford PV（イギリス）は、人工衛星用途の開発に加

え、HAPS（High Altitude Platform Systems：高高度

プラットフォームシステム）向けペロブスカイト太陽電

池の開発にも取り組んでおり、航空・宇宙分野での広範

な用途に向けた技術開発が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４. 参入メーカー動向 

ペロブスカイト太陽電池の主な参入メーカーを以下に

示す。 

 

図表 3．ペロブスカイト太陽電池の主な参入メーカー 

企業名 
主な 

取扱タイプ 

主な 

展開用途 

Saule Technologies 

（ポーランド） 

フィルム型、 

タンデム型 

屋内/小型電子

機器、建材、EV 

Oxford PV 

（イギリス） 
タンデム型 航空・宇宙、EV 

Swift Solar 

（米国） 
タンデム型 

産業用太陽光

発電、建材、航

空・宇宙、EV 

Caelux 

（アメリカ） 
ガラス型 

ペロブスカイトガ

ラス 

Solaires Entreprises 

（カナダ） 
フィルム型 

屋内/小型電子

機器、ペロブス

カイトインク 

GCL Perovskite 

（中国） 

タンデム型、 

ガラス型 

建材、 EV 、航

空・宇宙 

UtmoLight 

（中国） 

タンデム型、 

ガラス型 

建材、産業用太

陽光発電 

Microquanta 

Semiconductor 

（中国） 

タンデム型、 

ガラス型 

建材、産業用太

陽光発電 

Trina Solar 

（中国） 
タンデム型 

建材、産業用太

陽光発電 

SolaEon 

（中国） 

タンデム型、 

ガラス型 

屋内/小型電子

機器、航空・宇

宙 

RenShine Solar 

（中国） 

タンデム型、 

ガラス型、 

フィルム型 

産業用太陽光

発電 、 建材 、

EV、屋内/小型

電子機器 

積水ソーラーフィルム 

（日本） 
フィルム型 建材 

パナソニックホールデ

ィングス 

（日本） 

ガラス型 建材 

東芝 

（日本） 

タンデム型、 

フィルム型 

建材、産業用太

陽光発電 

エネコートテクノロジー

ズ 

（日本） 

フィルム型、 

ガラス型、 

タンデム型 

屋内/小型電子

機器 、 建材 、

EV、航空・宇宙 

アイシン 

（日本） 
ガラス型 建材、EV 

カネカ 

（日本） 

フィルム型、 

タンデム型 
建材 

出所：上表は公開情報および取材情報を基にテクノ・クリエイト作成 

 

〔欧米メーカー動向〕 

欧米におけるペロブスカイト太陽電池の主な参入メー

カーには、ポーランドの Saule Technologies、イギリス
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の Oxford PV、米国の Swift Solar などがある。各社は

タンデム型を中心として、従来のシリコン系太陽電池が

導入されている産業用太陽光発電用途などでのペロブス

カイト太陽電池への置換えを進めながら、フィルム型や

ガラス型による屋内/小型電子機器電源や建材などに向け

た開発を行っている。 

量産化に向けては、Saule Technologies や Oxford PV

などが設備投資を進める。 

Saule Technologies は、2021 年にポーランドにおい

て、年間 4 万㎡の生産能力を見込むペロブスカイト太陽

電池の量産ラインを稼働開始した。 

Oxford PV は、2021 年にドイツの同社製造拠点におい

て年間１００MW 級の量産ラインの建設を完了し、2022

年以降に稼働開始の見通しと発表した。 

欧米メーカーは、ペロブスカイト太陽電池の製造販売

のほかに、自社で開発したペロブスカイト太陽電池の技

術ライセンスの販売でも事業を展開する。 

Saule Technologies は、同社製ペロブスカイト太陽電

池をオフィスビルや住宅用日よけに組み込んだ「ソーラ

ーサンブラインド」や、ペロブスカイト太陽電池をガラ

スラミネートしたＢＩＰＶガラスを開発し、ライセンス

販売を展開している。ＢＩＰＶガラスを始めとする同社

ＢＩＰＶソリューションは、Skanska（スウェーデン）

が独占販売ライセンスを有する。 

Oxford PV は、同社ペロブスカイト太陽電池の製造技

術に関する特許ライセンスの販売を行っており、中国・

Trinasolar や米国・First Solar がそれを購入し、同社技

術を基にした開発を行っている。 

完成品のペロブスカイト太陽電池を販売するだけでな

く、従来のシリコン系太陽電池メーカーに向けタンデム

型太陽電池を製造するための積層用ペロブスカイト発電

層として販売展開するメーカーや、ペロブスカイト発電

層を既存薄板などへ塗布可能なインクとして販売するメ

ーカーも存在する。 

Caelux（米国）は、ペロブスカイト太陽電池を内蔵し

たガラス板「Caelux One」を、シリコン系太陽電池メー

カーに向け販売する。カバーガラスとしてシリコン系太

陽電池に積層することで、既存生産ラインを用いて低コ

ストでタンデム型太陽電池を製造することが可能とな

る。 

Solaires Entreprises（カナダ）は、薄膜太陽電池やセ

ンサー、ディスプレイなどの対象物に塗布することで表

面にペロブスカイト発電層を形成できる「Solar Inks」

を開発し、薄膜太陽電池メーカーや研究機関に向け販売

している。 

〔中国メーカー動向〕 

中国では、GCL Perovskite、UtmoLight、

Microquanta Semiconductor、Trina Solar を始め、ペロ

ブスカイト太陽電池の開発に取り組むスタートアップ企

業が数多く存在する。従来のシリコン系太陽電池の製造

ノウハウを活かし、量産技術の開発において他国に先行

している。 

GCL Perovskite は、中国の大手グリーンエネルギー企

業 GCL Group 傘下のペロブスカイト太陽電池スタート

アップである。 

タンデム型とガラス型を開発し、 建材やＥＶ、人工衛

星など幅広い分野への展開を計画している。 

同社は量産設備として年間１ＧＷ級の生産能力を見込

む量産ラインを中国・江蘇省昆山市に建設しており、

2025 年より段階的に稼働開始している。同社は総額 50

億元を投じ、最終的に年間２ＧＷ級の生産能力を構築す

ることを計画しており、更なる生産拡張が見込まれる。 

江蘇省無錫市に拠点を有する UtmoLight は、タンデム

型、ガラス型を開発しており、主に建材（ＢＩＰＶ）お

よび産業用太陽光発電の分野へ製品を展開する。 

同社は、2023 年より年間１ＧＷ級の量産ラインを建設

している。2025 年には当該ラインにおいて初めての量産

に成功したことを発表した。 

2026 年には新たな製品技術として、強化ガラスを用い

た衝撃と荷重耐性の高いペロブスカイト太陽電池を開発

した。人間が踏み歩いても壊れないことを実証し、路面

などの新たな設置場所への搭載が期待されている。 

浙江省杭州市の Microquanta Semiconductor は、

2022 年に年間１００ＭＷ級の生産能力を有する量産ライ

ンの稼働を開始し、産業用太陽光発電向けに商用出荷を

行った。同社は建材（ＢＩＰＶ）用途に向けた開発に注

力しており、2026 年にはドイツで開催された太陽光発電

技術展示会「Inter Solar」においてＢＩＰＶ向けタンデ

ム型ペロブスカイト太陽電池を商用品として発表した。 

〔日本メーカー動向〕 

日本国内では積水ソーラーフィルムやパナソニックホ

ールディングス、東芝、エネコートテクノロジーズなど

がペロブスカイト太陽電池事業へ参入する。参入企業各

社は商用化に向けた開発や実証、量産体制の構築を進行

中である。高難易度な技術開発で強みを活かすことので

きるフィルム型を中心に、主に建材用途で開発を進め、



TechnoCreate Tec Journal Vol.3_2026                                                       

 

©2026Copyright Techno Create Co., Ltd. All rights reserved. 7 

海外メーカーとの差別化を図る。 

積水ソーラーフィルムは、積水化学工業がフィルム型

ペロブスカイト太陽電池の製造販売を行う事業会社とし

て 2025 年に設立した企業である。 

2026 年 3 月にフィルム型ペロブスカイト太陽電池

「SOLAFIL」の販売を開始し、国内で初めてペロブスカ

イト太陽電池の商用化を実現した。まずは工場や公共施

設などの耐荷重の低い屋根への設置に向けて販売し、壁

面への設置や農地での営農型発電など幅広い用途へ広げ

ていく。 

量産体制の構築においても国内では他社に先行する。

大阪府堺市の旧シャープ工場に年間１００ＭＷ級の生産

能力を見込む量産ラインを建設し、2027 年に稼働開始す

る予定である。 

パナソニックホールディングスは、ガラス型ペロブス

カイト太陽電池を、窓ガラスや壁面、バルコニー側面な

どで利用可能なＢＩＰＶとして開発を進める。 

建材大手の YKK AP との共同実証や、同社オフィスビ

ルへの実装などで開発評価を進めており、2028 年までの

事業化を目指している。 

東芝は、フィルム型とタンデム型でペロブスカイト太

陽電池の開発に取り組んでいる。 

同社はシリコン系太陽電池で事業を展開する産業用太

陽光発電用途に向け、リプレイス需要の高まる 2030 年

以降の導入を目途にタンデム型の技術開発進める。 

フィルム型は、工場や公共施設などの耐荷重の低い屋

根への設置に向けた開発を進めており、太陽光発電事業

の新たな用途先拡大を狙う。 

京都大学発のベンチャー企業であるエネコートテクノ

ロジーズは、ペロブスカイト太陽電池の専業企業とし

て、屋内/小型電子機器や建材、EV、人工衛星といった

広範な用途に向けた開発を進めている。 

現在、京都府に量産工場を建設中であり、2027 年度の

稼働開始、2029 年頃の量産化を目指している。 

 

 

５. 価格動向 

2026 年現在、ペロブスカイト太陽電池の価格は 10 万～

30 万円/㎡程度である。 

価格は設置面積や発電量などによって変動する。 

商用化の初期段階であり、メーカー各社は顧客の要望に

あわせ性能や仕様を個別設計することから、シリコン系太

陽電池と比較して高価格となっている。 

 

今後は、需要拡大による量産化の進展や、原材料コスト

の低下などによって、1 万～5 万円/㎡程度までの低価格化

が目指される。 

ペロブスカイト太陽電池は、フィルム型やガラス型とい

ったタイプに応じ、原材料の構成や製造方法が異なる。 

フィルム型はＲｏｌｌ－ｔｏ－Ｒｏｌｌ方式による大

量生産が可能であり、需要の拡大による低価格化への期待

が大きい。一方、完成品の品質や耐久性への影響の大きい

基板や保護フィルムなどの原材料コストは、ガラス型と比

較してフィルム型が高価であり、原材料の設計次第ではガ

ラス型も低価格化を期待することができる。 

 

６. ペロブスカイト太陽電池の課題 

ペロブスカイト太陽電池の課題には、大面積での変換効

率の向上と耐久性の向上が挙げられる。 

太陽電池の発電能力を表す指標として、変換効率がある。

変換効率とは、太陽光のエネルギーを電気として変換でき

る割合を示す。 

ペロブスカイト太陽電池を始めとする次世代太陽電池

は、従来のシリコン系太陽電池の変換効率（20%前後）と

同等か、それ以上の性能を持つことが望まれる。 

ペロブスカイト太陽電池の変換効率は、開発当初の 4%

程度から大幅に向上している。現在は単接合型で 15～

20%程度、タンデム型で 20～30%程度の変換効率を持つ

ものが開発されている。 

しかし、ペロブスカイト太陽電池は、大面積化すると変

換効率が低下するという難点があり、建材や車載といった

大面積での設置が必要とされる用途への実用化に向けて

技術的障壁となっている。大面積モジュールでの変換効率

向上には、製造時の塗布・成膜技術や原材料性能の改良が

必要であり、メーカー各社が開発を進めている。 

ペロブスカイト太陽電池は、紫外線や酸素、熱、水分と

いった屋外環境に弱い性質があり、耐久性の向上と寿命の

延伸も実用化に向けた課題である。現在のペロブスカイト

太陽電池の寿命は 5～10 年程度とされており、20～30 年

程度の寿命のあるシリコン系太陽電池よりも耐用年数が

短い。 

シリコン系太陽電池と同程度の 20 年以上まで寿命を延

伸させるため、発電層への紫外線や水分の侵入、酸化を防

ぐ、高性能な保護フィルムや封止材などの原材料開発が、

ペロブスカイト太陽電池メーカーや原材料メーカーによ

って取り組まれている。 
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７. ペロブスカイト太陽電池の国内市場規模・予測 

ペロブスカイト太陽電池のメーカー販売金額による

2025 年国内市場規模は、2 億円であった。 

国内メーカーによる商品化と量産化の進展、および建材

用途での導入拡大や産業用太陽光発電におけるシリコン

系太陽電池からの置換えによって 2027 年以降で市場は大

きく成長し、2030 年には 5,000 億円の市場となる見通し

である。 

 

図表 4．ペロブスカイト太陽電池の国内市場規模推移予測 

 

出所：上表は公開情報および取材情報を基にテクノ・クリエイト推計 

 

2025 年における国内ペロブスカイト太陽電池の販売金

額は、エネコートテクノロジーズが展開する屋内/小型電

子機器電源などの一部用途での商品販売のほか、実証用途

での販売が中心であった。2026 年は、積水ソーラーフィ

ルムによるフィルム型ペロブスカイト太陽電池

「SOLAFIL」の販売開始に伴い、国内販売実績の拡大が

見込まれている。 

2027 年以降、現在実証段階にある国内メーカーによる

商品化が加速し、国内での生産・販売体制が構築されるこ

とで、市場が拡大すると考えられる。ペロブスカイト太陽

電池の強みを活かした耐荷重の低い屋根やＢＩＰＶなど

の建材が主な用途となる。 

EV や人工衛星への実装は 2030 年代に実現すると予測

される。 

2030 年以降は、タンデム型による産業用太陽光発電な

どの用途での従来のシリコン系太陽電池からの置換えも

期待される。 

現在、シリコン系太陽電池は国内太陽電池市場の 9 割以

上を占めており、より発電能力の高いタンデム型ペロブス

カイト太陽電池による置換えが進んでいけば、市場獲得の

ポテンシャルが高い。 

シリコン系太陽電池との棲み分けが可能な、建材やＥＶ

用途での新たな市場創出と、産業用太陽光発電用途での既

存市場の置換えにより、2030 年以降も国内市場は成長を

続ける見通しである。 

 

８. ペロブスカイト太陽電池の今後の展望 

現在、ペロブスカイト太陽電池の製品開発や量産技術開

発は世界的に活発化している。欧米メーカーや中国メーカ

ーが、発電能力が高く、シリコン系太陽電池との置換えが

期待できるタンデム型の開発・量産を推し進めるなかで、

日本メーカーの多くは、フィルムや薄ガラスを基板とした

単接合型による、従来のシリコン系太陽電池と棲み分けた

新しい用途での活用に向けた開発を進めている。 

日本メーカーが目指す、薄く軽量なペロブスカイト太陽

電池の特長を活かした用途での実装は、大面積化や耐久性

の向上、設置方法の開発など、技術的障壁の高いものであ

るが、これまで太陽電池の搭載が実現しなかった分野であ

り、新たな市場に潜む可能性への期待は大きい。 

日本メーカー各社は、国内建設企業との協業によるペロ

ブスカイト太陽電池の設置方法の開発・実証を積極的に重

ねている。これらは、欧米メーカーや中国メーカーに先行

した技術的強みであると言え、国内でのペロブスカイト太

陽電池の普及の鍵となるばかりでなく、海外に向け日本産

ペロブスカイト太陽電池を販売していく切り札となる可

能性もある。 

国内サプライチェーンの構築に向けては、保護フィルム

や封止材、成膜材といった、品質への影響の高い重要な原

材料の技術開発にも期待したい。 

現在、原材料の開発でも中国が先行しており、中国ペロ

ブスカイト太陽電池メーカーだけでなく、欧米や日本のメ

ーカーにおいても中国サプライヤーが供給する原材料が

多く採用されている。 

封止技術や成膜技術は日本の化学メーカーに強みのあ

る分野であり、国内サプライヤーの積極的な参入による、

高品質かつ低コストの原材料開発が、日本産ペロブスカイ

ト太陽電池の技術的、価格的な競争力の向上に向けて重要

であると言える。 
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